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支
部
長 

粕
谷
彌
太
郎 

    

清
瀬
地
域
支
部
発
足
五
周
年
を
祝
い
、
記
念
行
事 

の
一
環
と
し
て
母
校
明
治
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
及 

び
同
Ｏ
Ｂ
会
合
唱
団
駿
河
台
倶
楽
部
に
よ
る
記
念 

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

現
在
、
実
行
委
員
会
を
中
心
に
校
友
の
皆
様
か
ら 

一
般
の
皆
様
ま
で
が
お
楽
し
み
ご
満
足
い
た
だ
け 

る
よ
う
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
詳
細 

は
追
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

日 

時 

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
九
日
（
土
） 

 
 
 
 

午
後
一
時
三
〇
分
開
場 

午
後
二
時
開
演 

会 

場 

清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル 

入
場
料 

九
九
九
円 

出 

演 

「
明
治
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」 

「
駿
河
台
倶
楽
部
」
ほ
か 
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(明治大学グリークラブ) 

 

五
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催 

 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

 

 

謹 

賀 

新 

年 

平
成
二
十
八
年
元
旦 

清瀬にグリークラブの歌声が響きます 

開 催 2016年11月19日（土） 

会場  清瀬けやきホール 

 

設立五周年記念コンサート 

（五周年記念号） 
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明
治
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
歴
史
は
、
明
治
大
学

交
響
楽
団
合
唱
部
が
１
９
４
９
年
に
組
織
し
た
明

治
大
学
合
唱
団
（
混
声
）
に
由
来
し
ま
す
。
そ
の
後
、

男
声
部
独
立
の
気
運
が
高
ま
り
１
９
５
８
年
に
「
日

本
一
の
男
声
合
唱
団
」
を
目
指
し
て
１
０
０
名
近
く

の
明
大
生
が
集
り
、
結
成
さ
れ
た
の
が
明
治
大
学
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
す
。 

男
声
合
唱
作
品
の
委
嘱
初
演
を
積
極
的
に
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
男
声
合
唱
組
曲
「
雨
」
（
多

田
武
彦
作
曲
）
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
新
た
な

レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
半
世
紀

以
上
の
長
い
間
ご
指
導
い
た
だ
い
た
外
山
浩
爾
先

生
が
２
０
１
１
年
度
に
名
誉
指
揮
者
に
就
任
。
そ
し

て
２
０
１
５
年
度
か
ら
佐
藤
賢
太
郎
先
生
が
常
任

指
揮
者
に
就
任
し
ご
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
卒
団
し
た
Ｏ
Ｂ
の
数
は
７
０

０
名
以
上
。
駿
河
台
倶
楽
部
は
１
９
９
４
年
に
グ
リ

ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
で
結
成
さ
れ
た
男
声
合
唱
団
で
す
。

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
、
な
お
男
声
合
唱
へ
の
情

熱
に
燃
え
る
Ｏ
Ｂ
が
結
集
し
て
、
「
単
独
演
奏
会
」

「
東
京
六
大
学
Ｏ
Ｂ
合
唱
連
盟
演
奏
会
」
「
校
友
会

主
催
コ
ン
サ
ー
ト
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
」

「
演
奏
旅
行
」
「
結
婚
式
演
奏
」
等
、
全
国
各
地
で

幅
広
く
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

  

会
報
「
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」 

 

（
年
二
回
発
行
）
会
員
に
配
布 

 

年
次
計
画
・
報
告
、
イ
ベ
ン
ト
案
内
ほ
か
俳
句
・ 

エ
ッ
セ
イ
な
ど
会
員
作
品
を
掲
載 

 

校
友
会
多
摩
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
t
t
p
:/
/
ww
w
.
me
i
ji

-
t
am
a
.n
e
t
/k
i
yo
s
e
-t
o
p.
h
t
m
l
 

 

校
友
会
多
摩
支
部
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ 

ー
ジ
、
近
隣
支
部
の
活
動
も
閲
覧
で
き
ま
す
。 

 

ブ
ロ
グ
（
紫
紺
ネ
ッ
ト
） 

http://blog.goo.ne.jp/tuyosi1940_001
 

 

支
部
の
情
報
を
迅
速
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

ま
た
、
ご
自
分
の
考
え
や
感
想
、
希
望
な
ど
を
投

稿
で
き
る
双
方
向
型
情
報
ツ
ー
ル
で
す
。 

 

会
員
間
の
連
絡
は
「
清
瀬
紫
紺
ネ
ッ
ト
メ
ー
ル
」 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
！ 

 

会
員
へ
連
絡
方
法
の
一
つ
と
し
て
「
清
瀬
紫
紺
ネ 

ッ
ト
メ
ー
ル
」
が
あ
り
ま
す
。
各
種
お
知
ら
せ
、 

連
絡
の
ほ
か
、
会
員
相
互
の
意
見
交
換
の
場
と
し 

て
利
用
し
て
い
ま
す
。 

   

昨
年
、
清
瀬
の
自
然
を
守
る
会
主
催
の
「
自
然
観 

察
会
」
に
初
め
て
参
加
し
、
大
好
評
で
し
た
。 

今
般
、
左
記
の
と
お
り
同
会
よ
り
「
野
鳥
観
察
会
」 

開
催
の
ご
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。 

ご
一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
数
の
ご
参 

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

日 
 

時 
 

平
成
二
十
八
年
二
月
七
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 

 

雨
天
の
場
合
は
二
月
十
一
日
（
木
） 

 
 
 
 
 
 

 

に
実
施
し
ま
す 

 

集
合
場
所 

 

金
山
緑
地
公
園
入
口 

 

交 
 

通 
 

清
瀬
駅
北
口
発
「
台
田
団
地
行
」

バ
ス
「
下
田
」
下
車
徒
歩
３
分 

実
施
時
間 

 

午
前
九
時
～
十
二
時 

 

観
察
場
所 

金
山
緑
地
地
区
お
よ
び
柳
瀬
川
の

河
川
敷 

 

参 

加 

費 
 

二
百
円
（
資
料
お
よ
び
保
険
代
） 

 

校
友
会
新
会
員
募
集
中
！ 

一
緒
に
校
友
会
活
動
を
し
ま
し
ょ
う
！ 

現
在
登
録
会
員
数 

 
 
 

八
十
五
名 

年
会
費 

 
 
 
 
 
 
 

二
千
円 

 
 
 
 
 

            
 

「
野
鳥
観
察
会
」
の
ご
案
内 

 

「
明
治
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」「
駿
河
台
倶
楽
部
」

の
歴
史
と
活
動 

「
清
瀬
地
域
支
部
」
の
情
報
は
・
・
・ 

五
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催 

http://www.meiji-tama.net/kiyose-top.html

